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以下について修正いたします。ご迷惑をおかけいたしますことをお詫び申し上げますとともに，ご指導に際しましては，ご配慮いただきますようお願い申し上げます。
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冊子 Lesson Page パート名 該当箇所 修正前 修正後 修正済刷数

本体 9 284 Read Tips for Reading 4 訳
彼は難なくこの問題の答えを導き出した。 彼は難なくこの問題 した。 3刷で修正予定

本体 9 286 Read 訳
ベーコンは，繰り返し行われる実験の観察
と，すべての結果を別個に立証する必要性
を強く推奨しました。

ベーコンは，何度も実験を観察し，す
べての結果を別個に検証する必要性を
推奨しました。

3刷で修正予定

本体 9 288 Read ℓℓ.14-16の文法の
解説

advise that節の構文。「…だと勧める」の
意味。that節内は仮定法現在になってい
る。

advise「〜を勧める」に目的語が２つ
続いている。 3刷で修正予定

本体 9 289 Read
重要構文⑨の解説
（文構造図示・
訳・説明）

advise that節の構文として紹介 次のページのPDFにてご確認くださ
い。 3刷で修正予定

本体 4 116 Read True or False? Q1
the devices it uses have the devices  have 2刷

に回答

used



289

L
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本文中の重要構文
重要構文❼ ▼ p.158 ℓℓ. 1-4
The modern scientific method was ( first ) laid out 

by   Iraqi Arab Muslim scientist  Ibn al-Haytham, also known as Alhacen,

� 〔  who chronicled his methods in his Book of Optics in 1021 〕.

（現代の科学的手法は，イラクのアラブ系イスラム教徒の科学者，イブン・アル＝ハイサム（アルハゼンとし
ても知られています）によって初めて入念に説明されましたが，彼は 1021 年に自身の手法を著書である『光
学の書』に記しました。）

・�Iraqi Arab Muslim scientist と Ibn al-Haytham が同格。これに分詞の形容詞用法（非制限用法）の (also) 
known as Alhacen で補足的に説明が加えられ，さらに関係代名詞の非制限用法でより具体的な補足説明が加え
られている。

・�lay out は「（計画・考え・論点など）をはっきりと詳細に説明する，設計する」, chronicle は「～を（年代順に）
記録する」という意味。

重要構文❽ ▼ p.158 ℓℓ. 4-7
This,  combined with the syllogism (major premise, minor premise, and conclusion) 

〈developed by Greek philosopher Aristotole ( in his Prior Analytics )〉,

forms the basis  ( of the current scientific method ).

（これは，ギリシャの哲学者アリストテレスが著書『分析論前書』で展開した三段論法（大前提，小前提，結論）
と組み合わされて，現在の科学的手法の基礎をなしています。）

・combined with … は分詞構文の付帯状況。ここでは過去分詞を用いて「…されて」という意味である。
・developed by Greek philosopher … は分詞の形容詞用法で，syllogismを修飾している。

重要構文❾ ▼ p.158 ℓℓ.14-16
Bacon advised	 repeated observation of experimentation

	 and	 a need for all results to* be independently verified.  

（ベーコンは，何度も実験を観察し，すべての結果を別個に検証する必要性を推奨しました。）

・and が advise の 2つの目的語を並列している。
・a need for 〜 to do で「〜が…する必要性」という意味。
* 原典では all results の直後の to が欠落しているが，文脈上必要であると考えられる。
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